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1. eSecuCard入門 

ESecuCardのバッテリー残量を確認し、低電力状態になっていないことを確認してから使用してください。低電力状

態のときに eSecuCardが充電されることを確認してください。そうしないと、RTCが完全に失われます。 

2. 安全上の注意 

• eSecuCardの上に物を置かないでください。  

• カードを故意に曲げないでください。 

• 内部の部品が損傷する可能性があります。  

• ESecuCard を可燃性の発生源から遠ざけてください。 

• ESecuCard を水、アルコール、ベンゼンなどから遠ざけてください。 

• eSecuCardを磁性体から遠ざけてください。  

• ESecuCard を自分で分解または変更しないでください。 

• eSecuCardを廃棄するには、製品の裏側の点線に沿って切り取ります。  

• 低温状態では、表示されている画像を削除した後、影が残ります。  

 

3. 製品写真 

 

①EPD画面、256*256 ピクセル。  

②EMV チップ、バッテリー充電端子も。  

③キーパッドをタッチします：0〜9、OK、キャンセル。  

④電源メカニカルボタン。 



4. ESecuCardの使用方法 

4.1 eSecuCardのオン/オフを切り替え  

機械式電源ボタンを長押しして、電源のオン/オフを切り替えます。機械式ボタンなので、かなり強く押す必要がありま

す。 

電源投入後に、最初にパスワードを確認する必要があります。デフォルトのパスワードは 123456です。正常に検証

されると、起動が表示されますロゴを付けて BLE モードに入ります。 

Bluetooth モードを参照してください。 

（注：起動ロゴは拡張 APIによって変更できます。JavaCard拡張 APIを参照してください）  

スタンバイ時間：2分。 

 

4.1.1 eSecuCard機能メニュー 

OK ボタンをタッチして機能メニューに入ります。 

• Address  QR コードとテキストを表示します. 

• PIN  eSecuCardの暗唱番号を変更する 

• About  バージョン情報を表示する 

 

4.2 モバイルアプリケーション 

（注：eSecuCardをオンにする必要があります！） 

 

4.2.1 デ モ ア プ リ ケ ー シ ョ ン の ダ ウ ン ロ ー ド 

モ バ イ ル ア プ リ ケ ー シ ョ ン を ダ ウ ン ロ ー ド し て 開 き ま す ： Bigplatform.apk 

これは単なるデモですが、できる限り多くのステップを表示する必要があるため、完璧なアプリではありません 

eSecuCardの開発を示すため、ユーザーエクスペリエンスが 2番目の考慮事項です 



 

 

 

4.2.2 Bluetooth モード 

電源投入後、自動的に Bluetooth モードになります。 



 

 

 

1）接続および切断します。 [スキャンして接続]をクリックします。 

www.excelsecu.com 

-> SNの選択：229X000000XX 

 （注：SNは各カードの裏面に印刷できます。） 

-> eSecuCardは「BLEConnected」を表示し、左上に Bluetooth接続のアイコンを表示します 

スクリーン。 

 

2）アプレットを選択します 

->Javaアプレットを選択します。 （注：Bluetoothが接続された後の最初のステップ。） 

 

3）API テスト（注：結果はモバイルアプリに表示されます） 

[GetplatformVersion]を使用して、JVMバージョンを取得します。 

[GetDeviceCapacity]を使用して、この eSecuCardのサポート機能を取得します。たとえば、 

Bluetooth、ディスプレイ、キーパッド、RTCがサポートされています。 

[GetScreenParameter]を使用して、画面のサイズとフォントを取得します。 

[GetButtonCapacity]を使用して、サポートされているボタンを取得します。 



[GetHardwareInfo]を使用して、BluetoothMAC アドレスとハードウェア IDの情報を取得します。 

[GetBatteryState]を使用して、eSecuCardのバッテリーレベルを取得します。 

[GetRTC]でリアルタイムを取得します。 

[UpdateRTC]でリアルタイムに更新 

[InquireKey]をクリックしてボタンの値を取得します 

（注：「InquireKey」を押すと、モバイルアプリはボタンの値を待機し、ボタンを押すと 

eSecuCardが必要です。そうでない場合、タイムアウトエラーが返されます） 

[changepin]でピンを変更します。 

[verifypin]でピンを確認します。 

 

4）スクリーンテスト 

[DisplayPic1][DisplayPic2][DisplayPic3]を使用して、カード内の既存の画像を表示します。 

[WriteText]は、モバイルアプリからカードにテキストを書き込んで表示します。 

[写真を書く]は、モバイルアプリからカードに写真を書き込んで表示します。 

 （注：1。この関数は既存の画像を上書きします。2。書き込み時間は約 30秒になります。） 

[Clearscreen]は、EPD画面の表示をクリアします。 

[RunDemo]を実行して、カード内のすべてのテキストとすべての画像を実行および表示します。 

 

5）結果 

コマンドのすべての結果を表示します。 

 

 

 

  

  



4.3 PC アプリケーション 

（注：eSecuCardはオフにする必要があります！） 

接触型および非接触型リーダーは eSecuCard でサポートされています。したがって、次の 2種類のテストスクリプト

があります。 

 

4.3.1 接触モード 

ステップ 1：コンタクトカードリーダーを準備し、eSecuCard をリーダーに挿入します。 

ステップ 2：eSecuCardは「連絡モード」を表示し、このモードで充電されます。 

ステップ 3：eSecuCard をテストするために、contact-test-scriptの任意の 1 つのスクリプトを選択します。 

注：「書き込みと表示」の画像/テキストには、カードへのデータの書き込みと画面へのデータの表示が含まれます。画

像については、テキストは 3秒ですが、時間は約 22秒になります。「表示のみ」の画像は約 7秒、テキストは 3秒で

す。 

ステップ 4：結果が返され、一般的なエラーは付録 1 を参照してください。 

 

4.3.2 非接触モード 

ステップ 1：非接触型カードリーダーを準備し、eSecuCardをリーダーに配置します。 

ステップ 2：eSecuCardは「非接触モード」を表示します。 

ステップ 3：eSecuCard をテストするために contactless-test-scriptの任意の 1 つのスクリプトを選択します

。 

注：「書き込みと表示」の画像/テキストには、カードへのデータの書き込みと画面へのデータの表示が含まれます。画

像の場合、時間は約 10秒、テキストは 3秒になります。 「表示のみ」の画像は約 7秒、テキストは 3秒になります。 

ステップ 4：結果が返され、一般的なエラーは付録 1 を参照してください。 

 

 

5. eSecuCardの充電方法 

eSecuRDは、標準のコンタクトカードリーダーとしても提供されます。接触充電器として、これらはすべて標準を使用

するように設計されています。スマートカードチップに連絡してください。 

1）eSecuCardを eSecuRDに挿入します。青色の LEDライトが点灯します。充電を開始します。 

2）ライトの色が変わり、ステータスを示します。 



 

 
 

*eSecuRDは標準のマイクロ USB充電ケーブルを使用します。 

*eSecuCardはコンタクトチップを使用して充電します 

 

 

付録 1 

次の表に、コマンドによって返される可能性のあるエラーステータスワードを示します。 

以下はユーザーが変更できます 

 

 

 



以下はユーザーが変更することはできません 

 

 

 


